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福井市北部地域学校規模適正化基本計画（以下、「基本計画」という。）は、福井市学校規模適正化検討委員会からの「福井
市小中学校の学校規模及び配置の適正化について」の答申を踏まえた森田小学校及び森田中学校の規模適正化の具体的方策に
ついて、関係地区における将来人口や児童生徒数の予測をはじめ、学校施設や校区、通学路の状況、さらには公民館単位での地域
活動等を踏まえて総合的な視点で比較検討を行い、事業化に必要な事項を整理することを目的とする。 

・現在の森田小学校区及び森田中学校区は、森田地区単独で構成されているが、校区の見直し等も考慮し、灯明寺中学校
区である河合地区、中藤島地区、明新地区を関連する地区として捉えて「北部地域」とし、基本計画の対象区域とする。 

１ 基本計画の目的 

福井市北部地域学校規模適正化基本計画（概要版） 

森田地区 
・急激に人口が増加しており、今後
も増え続けることが予想される。 
・県道 268 号線沿いを中心に低
未利用地（主に農地）が多く残
存しているが、徐々に宅地化が進
んでいる状況である。 

明新地区 
・中藤島地区と同様に、近年は人
口がほぼ横ばいで推移しており、
市街化区域内の宅地化もほぼ飽
和している状況である。 

中藤島地区 
・人口増加が鈍化し、近年は横ば
いで推移している。 
・市街化区域内の低未利用地が
ほぼなくなり、宅地化も飽和してい
る状況である。 

河合地区 
・人口は横ばい～減少傾向にあ
り、市街化区域内の宅地化も飽
和している状況である。 

・森田小学校の将来児童数は、高位推計は令和 17年（2035年）の 1,468人、中位推計は令和 15年（2033年）の
1,371人、低位推計は令和 15年（2033年）の 1,227人でそれぞれピークを迎える。その後、いずれの推計結果も減少傾
向に転じるが、高位推計では令和 30年（2048年）まで児童数が 1,000人を超え続ける結果となる。 
・河合小学校、中藤小学校、明新小学校はいずれも減少が続くが、明新小学校は令和 18 年（2036 年）から緩やかな増加
傾向に転じる結果となる。 

 

・森田中学校の将来生徒数は、高位推計は令和 23年（2041年）の 735人、中位推計は令和 18年（2036年）の 672人、
低位推計は令和 18年（2036年）の 628人でそれぞれピークを迎える。 
・灯明寺中学校は令和 3年（2021年）の 592人がピークであり、今後は減少する結果となる。 

 

① 小学校の適正規模の考え方  
・多様な仲間と学び合い、高め合うためには、各学年２～３学級が標準規模 
・学年ごとに１学級を維持できる規模、各学年３～５学級も許容範囲 
・各学年６学級以上、全児童数が 1,000人を超えることが予想される場合、施設活用等で支障をきたし、子どもたちが伸び伸びと学
び生活することが困難になるため望ましくない 

② 中学校の適正規模の考え方  
・多様な人間関係の中での学び合いのために、各学年複数の学級編成が望ましい 
・１学年１学級であっても 20人程度であれば、きめ細やかな少人数教育が展開できるので許容範囲 

森田地区への答申内容 
・森田小学校について、速やかに２校への分割を進めることが必要となる 
・分割に際しては校区を見直し、通学時間や安全面について十分配慮すること 

 

福井市学校規模適正化検討委員会では、子どもたちの学びの環境としての適正規模・適正配置に焦点を当て、子どもたちが集団生
活の中での様々な経験をとおして、互いに学び合い、高め合うことのできる、望ましい学校規模について議論が進められた。 
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中学校生徒数の推移

森田中（高位）
森田中（中位）
森田中（低位）
灯明寺中

実績値 推計値 
中位推計のピーク（2036年）︓672人 

高位推計のピーク（2041年）︓735人 

低位推計のピーク（2036年）︓628人 
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小学校児童数の推移

森田小（高位）
森田小（中位）
森田小（低位）
河合小
中藤小
明新小

実績値 推計値 

児童数 1,000人以上のライン 

低位推計のピーク（2033年）︓1,227人 

中位推計のピーク（2033年）︓1,371人 
高位推計のピーク（2035年）︓1,468人 

３ 北部地域における児童数・生徒数の将来予測 

3-1 各小学校における児童数の予測 

3-2 森田中学校と灯明寺中学校の生徒数の予測 

2 北部地域の概況 
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調査期間 令和３年８月４日～令和３年８月１５日 

調査方法 郵送による配布及び回収 

対象 
森田小学校区、河合小学校区に居住する住民のうち、子どもがいる世帯を
中心に抽出した 2,000世帯 

6-1 国の方針 森田小学校の現状 
（1）学校施設の現状 
・各学年６学級分の普通教室（1,260 人分）を確保したが、体育館や特別教室などの共用エリアが不足し、授業カリキュラムに
支障をきたしている。 
・児童と面談・相談できるようなスペースや教員数に見合った職員室のスペース、教員及び来校者の駐車場が不足している。 

（2）児童数の予測 
・令和３年度の全児童数が1,049人となっている。今後10年は1,200人程度で推移する見込みであるが、令和17年（2035
年）に 1,468人まで増加する可能性があり、答申で示された適正規模である 1,000人を超えている。 

・北部地域における学校規模適正化のあり方（具体的方策の方向性：上記参照）についてアンケート調査を行った。 
・全体として、策定委員会で示した規模適正化に向けた具体的な方向性について「望ましい」と回答する人の割合が高いことが確認できた。 

「望ましい」と「どちらかとい
えば望ましい」を合わせて
76.0.％（635 人）と
多く、具体的方策の方向
性に賛同する回答者が
多くみられた。 
 
 

河合地区における新中
学校への校区変更は、
「どちらでもかまわない」の
回答を含め、回答者の
約 85％が新しい中学校
に通学することを肯定す
る結果となった。 
 

■各地区への配布数と回収数の内訳
地区名 配布数 回収数 回収率
森田地区 1,707票 836票 49.0%
河合地区 293票 162票 55.3%
合計 2,000票 998票 49.9%

「令和の日本型学校教育」の姿 【令和３年２月】 
「学校の ICT環境が整備され、1人 1台端末環境のもと、全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実」 

新しい時代の学びを実現する学校施設の姿（中間報告） 【令和３年９月】 
School for the Future～「未来思考」で実空間の価値を捉え直し、学校施設全体を学びの場として創造する～ 

 
 
 

 

森田中学校の現状 
（1）学校施設の現状 
・令和３年度に特別教室等を改修し、各学年５学級分の普通教室（480 人分）を確保した。しかし、敷地が狭く、グラウンドの
敷地を利用しなければ、校舎の増築は困難である。 
・今後、現在の森田小学校で見受けられる特別教室などの共用エリアの不足といったハード面の課題が想定される。 

（2）生徒数の予測 
・令和 5 年度に生徒数が 500 人を超える可能性があり、更に普通教室が不足する。令和 23 年（2041 年）には 735 人まで
増加する可能性がある。 

福井市学校教育方針（令和 4年度～令和 8年度）「学びをつなぐ・未来につなげる」 
子どもの学びを様々な「人・もの・こと」とつなぐことで学校教育を充実させ、子どもたちの未来につながる生きる力を育む。 

市内学校における先進事例（中藤小・本郷小・明道中・至民中・安居中など） 

・可動式のパーテーションで一体的に使用できる教室、リビング空間のような広い廊下や広場空間を配置するなど、グループ学習や学年

集会といった多目的な用途に柔軟に活用できる空間の設置。 

・ICT による効果的な授業運営を可能にした教室内におけるプロジェクターなどの常設。 

・校舎内の教室や廊下などに木材を活用した温かみのある空間づくり。 

・授業や学校運営における地域団体との積極的な連携。また、学校内に地域の方が利用できる空間の設置。 

 
 
 

 
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、学校施設全体として多様な学びを可能とするような
空間づくりをめざす。 

 
 学び 

 
 生活 新しい生活様式を踏まえ、学校施設全体として機能的で居心地の良い安心できる空間づくりをめざす。 

 
 共創 

地区の歴史や文化などの魅力を活かし、地域と連携・協働しながら、ともに創造的な活動が展開できるような空
間づくりや取り組みの推進をめざす。 

 
 安全 

子どもたちの安全・安心を確保することともに、防災拠点や、誰もが利用できるようバリアフリーやジェンダーフリー
などにも配慮した空間づくりをめざす。 

 
 環境 

脱炭素社会の実現に向けたＺＥＢ（ﾈｯﾄ・ｾﾞﾛ・ｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾋﾞﾙ）や木材活用の推進など、環境に配慮した空間づ
くりをめざす。 
 

本計画における学校づくりの方向性 
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7.7%

無回答
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方向性に

ついて

＜森田地区の集計結果＞ 
児童・生徒数の増加に対する小中学校への具体的方策の方向
性について 

単一的な機能・特定の強化等に捉
われず、横断的な学び、多目的な
学びに対応できるよう、創造的な空
間に転換していく姿 
 

学校施設全体を学びの場として捉
え、階段状の空間を、ステージやプ
ロジェクター等を備えた発表・表現の
場としていく姿 
 

子どもたちの居場所となる小空間・
ベンチ等の配置や、木材を活用して
温かみと潤いのあるリビング空間とし
ていく姿 

地域コミュニティの拠点として、地域
や社会の人たちと連携・協働し、と
もに創造的な活動が展開できる共
創空間としていく姿 

具体的方策の方向性 
・現森田中学校を小学校に改修し、森田小学校を２校に分割する。 
・現森田中学校を改修して小学校にするため、中学校を移転新築する。 
・新中学校の校区は、森田・河合両地区を対象とする。 

  

＜河合地区の集計結果＞ 
河合地区の中学校区を現在の灯明寺中学校から新しい中学
校に変更することについてどう考えますか。 

灯明寺中学校が

望ましい

13.6%

新しい中学校が望ましい

56.8%

どちらでもか

まわない

28.4%

無回答

1.2%

校区変更

について

４ 北部地域における学校規模適正化の考え方 

５ 住民アンケート調査の集計結果 

６ これからの学校施設のあり方 

6-2 本市の方針 
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2校化に伴う校区割の検討 

① 学びに適した学校規模 
・各小学校の児童数が 1,000人（各学年６学級）に近づくと、学びの環
境として２校化する効果が少ない。 
・２校とも同じような学びの環境を提供する必要がある。そのため、整備内容
や収容する児童数に差が出ないよう配慮する必要がある。 

② 地域コミュニティを考慮し、自治会区域を極力分割しない 
・子ども会や地区の行事を考慮すると、自治会区域を分割しない方がよい。 
・ただし、①の学びの環境を確保するため、必要最小限の区域分割を伴う可
能性はある。 

③ 通学路の安全性の確保 
・幹線道路の横断箇所は少ない方がよい。 
・通学距離も考慮する必要がある。 

小学校の適正方策︓「現森田中学校を改修しての２校化」 
・現森田中学校を小学校へ改修し、森田小学校を２校に分割する。 

中学校の適正方策︓「区画整理区域外西部への移転新築」 
・森田地区と河合地区を校区とした新しい中学校を整備する。 

 

校区の決定に向けては、福井市通学区域審議
会において、本計画に示す校区パターンに基づき
検討を進める。 

■校区割の検討イメージ 

敷地内配置方針 

・北側の市街地との連続性、周辺
を農地に囲まれている状況と南側
の八ヶ川への排水経路を考慮し、
校舎・体育館を北側、グラウンドを
南側に配置する。 

・生徒の主要なアプローチは敷地東
側とし、登下校時の安全性を考
慮して東側道路に沿って敷地内
に通路を設置する。 

・調整池は約 2,000㎥の容量が
必要であり、部分的に調整池と
テニスコートを兼用するなどによ
り、容量を確保する。 

 

 

 

 

 

 

校門 

雨水放流先 
車動線 

生徒動線 

■敷地内配置イメージ図 

現森田小学校の整備概要 
・現森田小学校は、小学校が２校化後、令和９年度から 10年度までの２カ年で長寿命化改修を行う。 
・令和 11 年度は仮設校舎の解体を行い、経過年数が 60 年以上を経過している西校舎については、児童数等の状況等により適切
なタイミングで解体する予定である。 

現森田中学校の整備概要 
・現森田中学校は、生徒数の増加に対応するために令和 5 年度に普通教室４教室分の増築を行い、令和６年度から７年度までの
2 年間を中学校として運営する。令和８年度の新中学校開校後、現中学校校舎を１年間閉鎖し、小学校教育に適した改修・増
築と長寿命化改修を行う。 
・また、将来的な児童数の推移を見据え、必要に応じて校舎の増築等で対応する。 

新中学校の建設候補地の検討 
・次の４つの視点で候補地の検討を行った。 

① 生徒数 800人を想定した敷地規模 
・森田中学校における生徒数予測の最大人数 735 人（高位推計）
と河合地区から通う生徒数を考慮し、新中学校の生徒数を最大 800
人で想定した敷地規模とする。（約 30,000㎡以上は必要） 

② 学びの環境の確保 
・子どもたちの学びの妨げとならないよう騒音などに配慮した候補地の選
定を行う必要がある。 
・周辺の公共施設との連携を図り、多様な学びのための環境を確保する。 

③ 災害時における安全性の確保 
・浸水等のリスクを軽減できるよう、ハザードマップや周辺環境を考慮する必要がある。 

④ 市街地との連続性と通学路の安全性の確保 
・森田地区と河合地区の住環境や営農環境に配慮し、点在した開発とならないよう、市街地との連続性を考慮する。 
・歩道の整備状況などを考慮し、子どもたちが安全・安心に通学できるよう、通学路の安全性の確保に努める。 

 

検討の結果、最も適している候補地①を新中
学校の建設候補地とする。 

 

仮設校舎解体 

校舎解体 

R9～10 

長寿命化改修 

(破線範囲) 

■現森田小学校の整備イメージ図 

 
R5：校舎増築 

児童数の増加に 

合わせて増築予定 

R8：職員室増築 

R8：給食室増築 

R8 

長寿命化改修 

(破線範囲) 

■現森田中学校の整備イメージ図 

新中学校の学校施設整備方針 
・当初は 700人程度を収容できる施設規模として整備する。 
・将来的な生徒数増加の時期を見据え、段階的に整備する。 

小学校の学校施設整備方針 
・学びに適した学校規模として各校とも最大 800人の児童を収容できる規模となるよう計画する。 
・現森田小学校は「将来的な児童数増加の時期」を見据えて段階的に整備を行う。 
・特別教室を含めた教室数は概ね同数となるよう整備し、双方の学校で差が出ないようにする。 

 

７ 小学校の学校規模適正化に向けた方向性 ８ 中学校の学校規模適正化に向けた方向性 

北体育館 
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開催日時 
第１回：令和３年 12月 5 日（日） 10:00～12:00 
第２回：令和３年 12月 19日（日） 10:00～12:00 

会場 森田小学校１F多目的教室 

参加人数 
第１回：19名（森田地区 14名、河合地区 5名） 
第２回：11名（森田地区 8名、河合地区 3名） 

コンセプト 学び 生活 共創 

具体的な 
アイデア 

 
新中学校の整
備については、
「 学 び 」 、 「 生
活」、「共創」に
視点を絞り、望
ましい整備内容
や空間の使い方
等について、キー
ワードをピックアッ
プしながら具体
的にアイデアを出
し合った。 

 
 

＜学習環境＞ 
・生徒が自発的に学びや探求等がで
きるようにする 
・対話やプレゼンする機会を多く設ける 
・個性を大切にし、得意分野を伸ば
せるようにする 
・集中できる空間、集団になじめない
生徒への対応 

＜学習方法＞ 
・生徒ごとの特徴や能力等に応じて
授業をカスタマイズする 
・デジタル社会・DX に対応可能な設
備を先行導入する 

 
 

＜様々な生徒同士の交流＞ 
・学習スペースに区切り（メリハリ）を
つける 
・教室と教室の間に小さい多目的スペ
ースを点在させる 
・全天候型の中庭を設け、部活動や
イベントで活用 

＜職員室＞ 
・隅々まで先生の目が行き届く環境を
つくる 
・気軽に質問できるよう職員室の雰囲
気を良くする 

＜ジェンダーフリー・バリアフリー＞ 
・トイレや更衣室をジェンダーフリーやバ
リアフリーに対応する 

 
 

 
・森田・河合がお互いの地区を知る地
域学習をする 
・森田・河合地区の人材バンク（ボラ
ンティア）をつくる 
・地域内で技術や資格等を持った人
を招いた学習の場 
・中学生が地域に出向いて活動 
・子育て支援機能を確保する 

校舎内配置方針 
・生徒の滞在時間が最も長い普通教室の生活環境、駐車場と給食配膳のバックヤード動線、管理諸室等を考慮した配置とする。 
・屋外テラスを設けることにより各教室等内に南北通風も取り入れ、回遊性のあるコンパクトな動線とする。 

環境に配慮した整備方針 
・国の方針「公共建築物における木材利用の促進」も踏まえ、可能な限り木材活用を検討する。 
・学校施設全体として、ZEB Oriented の導入ができるよう検討する。 

令和時代の新しい中学校がめざすべき学校施設のあり方の検討
に際して、多感な時期にある子どもたちの大切な学びの場や生活の
空間としてどのような機能や配慮が必要か等について、保護者を対
象としたワークショップを開催し、意見交換を行った。 

 

① 森田、河合両地区を校区とした新しい中学校を北体育館東側に整備する。 
② 現森田中学校を小学校に改修して、森田小学校を２校に分割する。 

９ ワークショップ 

10 北部地域全体の学校規模適正化のイメージ 

３グループに分かれて 
意見交換 

生徒が自発的に学習意欲を持てる 
ような学習空間を 

各々の利用者や目的に適した 
居場所づくりを 

「森田と河合」、「保護者と地域と生徒」 
をつなぐ公民館のような空間を 

■３階平面計画図 

■２階平面計画図 

■１階平面計画図 


